
組合長就任のご挨拶    農事組合法人おくたま農産 代表理事組合長 小野寺勝義 

過日開かれました総会において役員が改選され、その後の互選会において組合長に選出されました   

小野寺勝義と申します。改めてご挨拶申し上げます。 

水稲の播種作業が一段落して現在大豆の播種作業が真っ只中でございます。おくたま農産が設立され 

１８年目に入りこれまで皆様のご理解とご協力のおかげで何とかやってこられました。心より感謝申し上げます。 

しかし、これからも今までと同じような経営が続くとは思えません。資材価格の高騰ヹ人口減少による作業員の不足、年々減額される国から 

の交付金、更には毎年のように「異常気象」と言われる中での生産対策、対応など年々厳しさが増しています。これら諸課題を克服するために

も今まで通りの考えではなく゠アヅ゠が必要とされます。四月に各地区において懇談会を開催し、様々なご意見を頂きましたので一つ一つの

意見を整理し組合運営に生かしていかなければと改めて決意いたところです。新しい体制の中で課題に向き合いながら奥玉地域の農業振興

と環境保全活動の拠点として自覚を持ち、地域の皆さんに信頼される組織活動を目指していきたいと考えます。 

これから梅雨に入り何かと予定通りいかない季節となりますが皆様からご意見を頂きながら進めてまいります。そして、タメリヱザを忘れない

精神で取り組んで参ります。 

回 覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈お詫び〉おくたま農産だより１２号で報告しました退任役員の中で御一方の記載もれがありましたので 

     下記のとおり追加報告するとともにお詫び申し上げます。 

退任役員 及川ミエ子様（理事・加工部副部長） 

長年にわたり組合運営並びに地域農業振興に多大なるご協力をいただき誠にありがとうございました。 
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おくたま農産だより 

令和６年度の春作業の進捗と今後の作業計画 

 

○主食米（もち）関係（1.06ha）  ①耕起作業：4/23（完了）、②代搔き：5/10（完了）、③田植え：5/15（完了） 

 

○転作（飼料米）関係（144.58ha） ①耕起作業：4/4～4/23（完了）、②代搔き：5/2～5/16（完了）、③直播：5/5～5/20 （完了） 

※本年度は好天に恵まれ作業は順調に推移しましたが一部水田で水不足の影響を受けました。又、立石沢・土樋・折手沢 

・越田沢・大野沢・鶴子沢地区（計 11.75ha）を新たに水田として復田し飼料米作付けをしました。給排水路の整備や 

水漏れ対策など大変苦労しましたが、なんとか計画通り作付けが完了しました。 

水管理者の甫様にもご苦労をおかけしましたが、今後も引き続きご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

○転作（大豆）関係（24.45ha）  ①肥料散布：5/27（完了）、②耕起作業：6/6～、③播種：6/７～    

  ※大豆作業は６月に入り雨が続いたことにより若干の作業遅れとなっています。 

 

○転作（ｽｲｰﾄｺｰﾝ）関係（2.06ha） 育苗管理から畑作り、移植作業、防除作業など地域の作業員の協力により順調に作業が進んで

おります。本年度も美味しいスイートコーンができること期待して下さい。 

 

○その他  播種作業が終わった５月下旬にはトラクター作業による農道の草刈りを実施しました。 

又、中山間直接支払事業を活用し、各地区において地域内の甫さんの協力のもと圃場草刈りを一斉に実施しました。 

 

※左から代搔き作業、水稲直播作業、ホバークラフトでの除草剤散布の様子です。大型機械により効率甩に作業が進みました。 

 

 



 

 

 

    学校給食センターや個人への販売を中心に順調に販売が進んでおります。          

   今年５月から新たに『道の駅むろね 室根産直』で販売開始しました。 

更に市内、町内で随時商談を進め新たな販売先を開拓しております。 

    ※おくたま農産が製造する味噌の購入を希望する方は農産事務所までご連絡を！！ 

（品切れ等の場合があるので事前に電話での注文をお願いします。） 

【中山間地域直接支払制度並びに多面的機能支払制度関係報告】 

令和６年４月２日、おくたま広域集落協定代議員総会（中山間地域直接支払制度に係る組織の総会）並びに奥玉農地保全会広域協定運営委員会 

（多面甩機能支払制度に係る組織の総会）がそれぞれ開催され、提出議案はすべて原案通り承認されましたこと報告します。 

本年度も昨年並みの予算措置が講じられる見込みですので、各農家組合を中心に農道、畡畓の草刈り等環境整備、用排水路の泥上げ等の 

清掃点検保守、畩常気象時の見回りなど引き続きご協力をお願い申し上げます。尚、本年度はこの対策の最終年となります。 

                   おくたま広域集落協定・奥玉農地保全会広域協定 代表 小 野 寺 敬 一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊この二つの制度の活動は国の交付金を活用しています。地域の甫さんのご理解なくしては出来ない活動ですので引き続きご協力をお願います。       

＊5 月の共同草刈り作業時に飛び石による軽トラの窓ガラス破損が甠生しました。事故が甠生したら事務局まで連絡願います。保険申請します。 

   今年も事務所倉庫にツバメの巣！！ 

春の訪れとともに日本各地に渡ってくるツバメは、「春告鳥(はるつげどり)」と 

呼ばれるウグイスとともに、繰かな季節の到来を感じさせる慕わしい鳥のひとつです。  

とくに軒先などに作られたツバメの縲は、寄り添うヒナたちの愛らしい姿と相まって 

人の目を引きます。おくたま農産事務所倉庫には３組がやってきました。 
「巣は縁起がいい」とされる理由は？ 

ツバメが家に縲を作ると「縁起がいい」と古くから⾔われているそうですが、その理由 

は。「主に 2 つの理由が考えられます。1 つ目は、ツバメは害繓を食べて豊作を招いて 

くれるので、農家の人がそう伝えてきたのでしょう。  

2 つ目は、ツバメがカラスなどの外敵を避けるため、カラスが近よらない比較的人の 

出⼊りが多い商店などを選んで縲作りをする傾向が多いことが理由です。これが、ツバメ 

が縲を作った家は人の⾏き来が盛んで商売繁盛のシンボルとして歓迎されたのだと思われます」 

近年はエサをとる環境や縲作りに適した家屋が減り、都市部では⾒られるツバメの数はもとより、産卵やヒナの数が明らかに減少しているとの調査結果も

報告されているそうです。ツバメの縲を迷惑がらず⼤切に思っていることがうかがえる張り紙などを⾒かけるとほっこりした気分になります。この先もず

っとツバメが日本を訪れてくれるよう温かく⾒守っていきたいですね。 
 

（編集後記） 

       本年度より毎月甠行としました。 

       組合員の甫さんにおくたま農産の活動状況等をお知らせ 

します。ご意見等ありましたら事務局までご連絡下さい。 

（担当 菅原） 

＜甠行人＞ 

農事組合法人 おくたま農産 

責任者 代表理事組合長 小野寺勝義 

連絡先 ０１９１－５６－２３０１ 

E-mail okutama-nousan@alto.ocn.ne.jp 

 

お味噌について 

 

〈多面甩機能支払制度〉 

奥玉農地保全会広域協定運営委員会について 

議案第１号 令和５年度活動報告並びに収支決算書の承認について 

議案第２号 令和６年度活動計画並びに収支予算書について 

（令和 6 年度予算） 

 収入の部（農地維持及び資源向上（共同活動）） 

農地維持支払 5,870,700 円（前年決算 5,870,700 円） 

資源向上支払 3,522,420 円（前年決算 3,522,420 円） 

災害防止    587,070 円（前年決算  587,070 円） 

広域加算        0 円（前年決算  40,000 円） 

計      9,980,190 円（前年決算 10,020,190 円） 

 支出の部（農地維持及び資源向上（共同活動）） 

集落の活動費 5,870,700 円（前年決算 5,870,700 円） 

地域資源向上  4,109,490 円（前年決算 4,109,490 円） 

その他（事務費） 60,000 円（前年決算   40,000 円） 

計      9,980,190 円（前年決算 10,020,190 円） 

注）集落の活動費・地域資源向上は各地域共同活動費として配分 

収入の部（施設の長寿命化） 

長寿命化支払  4,305,180 円（前年決算 4,236,688 円） 

支出の部（施設の長寿命化） 

長寿命化活動  4,305,180 円（前年決算 4,236,688 円） 

〈中山間地域直接支払制度〉 

おくたま広域集落協定代議員総会について 

議案第１号 令和５年度活動報告並びに収支決算書の承認について 

議案第２号 令和６年度活動計画並びに収支予算書について 

（令和 6 年度予算） 

 収入の部 

交付金  26,182,925 円（前年決算 25,277,741 円） 

繰越金   2,054,408 円（前年決算 3,904,951 円） 

計   28,237,333 円（前年決算 29,182,692 円） 

 支出の部 

活動経費   320,000 円（前年決算   296,000 円） 

体制整備   4,814,408 円（前年決算  7,502,190 円） 

維持管理  22,782,925 円（前年決算 19,110,314 円） 

積立繰越           0 円（前年決算  2,054,408 円） 

その他       320,000 円（前年決算   219,780 円） 

  計   28,237,333 円（前年決算 29,182,692 円） 

注）活動経費：役員会等経費、体制整備：機械等購入費 

      維持管理：面積按分により各地区へ配分（出役経費） 

      積立繰越：次年度機械等購入経費として繰越、本年無し 

      その他 ：障害保険・事務費等 
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入りです。 


